
Appendix 1　HDMI画像もカメラ映像も！なんでも画像処理ボードCQBB-IMG950

　Raspberry Piに代表されるLinuxボードと，オープ
ンソース画像処理ライブラリOpenCVにより，画像
処理が手軽に試せるようになりました．しかし並列処
理を生かした高速画像処理を実現するには，やはり
FPGAが必要です．
● 低コストFPGA画像処理プラットホームを開発
　筆者らが必要とした画像処理プラットホームの仕様
は次のものです．
・安価なCMOSカメラ・モジュールから画像を入力

できる
・HDMI入力コネクタ装備でHDMI信号を入力できる
・アナログVGA出力コネクタとHDMI出力コネクタ

でディスプレイを選ばない
・押下スイッチ付きジョイスティックを装備
・必要であればCPUボードを接続できる拡張コネク

タ

　すでに市販されているFPGAボードを探してみて
も，これらすべての要件を満たした安価なボードはあ
りません．
　そこで「手軽に画像処理のテストができる低コスト
FPGA画像処理ボードを開発してみようか」と筆者ら
が思い立ったのは，今から2年半ほど前です．当初は
1万円台の画像処理ボードを目標に開発を始めました
が，急激な円高の進行により輸入部品のコストアップ
の影響は避けられませんでした．しかし機能的にはほ
ぼ当初目標通りのボードが完成したと考えています．
● 画像処理プラットホームCQBB-IMG9の仕様
　写真Aに開発した画像処理プラットホーム基板
CQBB-IMG9を 示 し ま す． 小 さ め の デ バ イ ス
Spartan-6（XC6SLX9-2FTG256C）を中心に，画像メ
モリ，HDMI入出力インターフェース回路，CMOS
カメラ入力回路，アナログVGA出力回路などを，75
×100mmの4層基板にコンパクトにまとめました．
図AにCQBB-IMG9のブロック図を，表Aに仕様を示
します．
● FPGAはXilinx社Spartan-6搭載
　搭載したFPGAはXilinx社のSpartan-6（XC6SLX9-
2FTG256C）で，コスト重視のボードなのでFPGAも
必 要 に し て 十 分 な デ バ イ ス を 選 択 し ま し た．
XC6SLX9-2FTG256Cの 仕 様 を 表Bに 示 し ま す．

HDMIリピータIC
TMDS141RHAR

HDMI入力
標準コネクタ

HDMI出力
標準コネクタ

40ピン拡張
コネクタ

USBミニB
コネクタ 
シリアル通信用

FPGA
XC6SLX9-
FTG256

コンフィグレー
ションROM

DDR2 SDRAM
128Ｍバイト

USＢコネクタ 
（+5V電源供給） 

電源
スイッチ

ジョイ
スティック

14 ピンJTAG
コネクタ

６ピンJTAG
コネクタ

アナログVGA
出力コネク

４ポート・
ディップ・
スイッチ

電源入力(+5V)
DCジャック

CMOSカメラ
OV9640FBG
特殊仕様

（aitendoで500円）

写真A　なんでも画像処理プラットホーム基板CQBB-IMG9

表A　CQBB-IMG9の仕様

項　　　目 仕　　　　　様
搭載FPGA（Spartan-6 ） XC6SLX9-2FTG256C

DDR2 SDRAM 128Ｍバイト（AS4C64M16D2-
25BCN）

CMOSカメラ（VGA）入力イン
ターフェース

１チャネル
（特殊仕様 OV9640FBG）

HDMI入力（標準コネクタ） 1チャネル

アナログRGB出力 １チャネル（15ピン・シュリン
クD-Subコネクタ）

HDMI出力（標準コネクタ） １チャネル
USBシリアル変換（CP2102） １チャネル
４方向ジョイスティック
（発射ボタン付き） １個

電源 DC５Ｖ

拡張コネクタ 40ピン×２列
（Interface誌付属基板対応）

基板サイズ 75mm × 100mm，４層

Appendix 1 HDMI入出力コネクタとDDR2メモリを備えた 
低コスト画像処理プラットホーム

HDMI画像もカメラ映像も！なんでも画像処理ボードCQBB-IMG9

500円カメラ・モジュールも接続可！特集
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